




















甲第祈君寵甥籍

この度、私が在学しておりました大学院での田嶋先生の授業の方針について、批判的な

意見がでていると伺いました。そして、その内容を拝見し、私が大学院2年間で学んでき

たこととは内容が異なっておりましたので、筆をとらせていただきます。

私は、臨床心理士の受験資格取得という目的を持って東京福祉大学大学院に入学しまし

た。大学は他大学でした。それまでの学部時代の授業は、座学がほとんどで、教授が講義

をし、それを大勢の生徒が聞いているというスタイルでした。しかし、東京福祉大学は学

生同士でディスカッションをすることや、自分の意見を持って発表する授業スタイルを大

切にしていることを、パンフレットや学校説明会で拝見しておりましたので、そのような

方針を楽しみに入学しました。

●心理学持論について

田嶋先生の授業は、非構成的エンカウンターグループのスタイルにのっとり、どの心理

の分野でも必ず必要な『いま、ここ』で起こっていることに重きをおき、取り扱っていこ

うとする授業でした。教科書や資料を用いず、教授2名と、院生13人で、いま、ここで

起こっていること、自分が感じていることを語り、自分を見つめなおす授業でした。この

ような授業スタイルは、教科書や資料がないので、みんながあまり経験したことのない授

業スタイルだったと思います。私も、そうでした。ですから、最初は「どうすればいいん

だろう」、「何を話せばいいんだろう」と不安になりました。

しかし、私はこの授業に安心して取り組むことができました。なぜなら、田嶋先生はい

つも「なぜ、このような授業スタイルをとるのか」、「なぜ、自分がこのようなスタンス

で生徒に関わっているか」を繰り返し、何度もおっしゃっていたからです。

例えば「皆さんに、卒業して臨床心理士の資格を取り、現場に出て、社会のお役に立

てる心理士になってもらいたい」、「臨床心理士とは、ただ話を聞いていればよいのでは

ない。クライエントの辛さを抱え、そのクライエントらしさをしっかりとキャッチし、返

していかなければいけない」、「みんな、（院生）も、その人らしさや、コミュニケーショ

ンの癖がある。それが、カウンセリングの現場では必ずあらわれる。だから、今、この授

業を通して自分のことをよく知り、取り扱えるようになっていかなければならない。クラ

イエントと共倒れになってしまうようでは困るのだから」、「心理は一人職場が多いから、

職場でも他職種の人と上手くコミュニケーションを取れるようにならなければやっていけ

ない。ここ（授業）は練習の場だから。社会に出たら誰も守ってくれないのだから、今こ

の守られた環境のなかでたくさん練習して、本物の臨床心理士になってほしい」などです。

具体的に授業（エンカウンターグループ）に関しておっしゃっていたことは、「僕は厳

しいことを言うけれども、決していじわるで言っているわけじゃない。僕たち（学校）に

は、ちゃんと社会で通用する臨床心理士を出すという責任がある」と繰り返しおっしゃっ

ていました。ですから、田嶋先生がいつもどのようなスタンスで私たちに関わっているか、

uritani
テキストボックス
甲第35号証の8の1



甲第猛暑護の

先生がどのような意図で発言をされているか、しっかりと理解することができました。先

生は、いつも明確な枠組みを提示されていました。ですから、ことばは厳しい時もありま

したが、先生のその場の気分や、目的のないいじめと感じたことは一度もありません。

●ケースカンファレンスについて

田嶋先生のケースカンファレンスでは、レジュメは使っていませんでした。その理由に

ついては、神田橋條治先生の本のコピーを生徒に配布してくださいました。そこには、神

田橋先生がカンファレンスの際にレジュメを使わない理由が記載されてあり、田嶋先生も

この内容に賛成なので、それにのっとって授業を進めていくとおっしゃっていました。私

には、その意図と目的が理解できました。神田橋先生や田嶋先生のことばによると「自分

のケースを自分のことばで語る時に、カウンセリングの場面で起こっていることが今ここ

であらわれる。そのことを取り扱い、吟味することが大切」とのことでした。

●修士論文について

私は、田嶋先生に修士論文の指導をしていただきました。先生の研究室で2人で話す機

会は何度もありましたが、個人的な関係を持つように迫られたことも、そのような雰囲気

を感じたことも一度もありません。私が研究したい内容をいつも応援してくださいました。

「あなた（私）が本当に研究したい内容を執筆して、卒業できるように応援するから、の

びのびとやりなさい」といつも励ましてくださいました。結果、これまでの卒業生の方々

とは少し違った修士論文のスタイルとなりましたが、多くの先生方にもご好評いただくこ

とができました。臨床家を目指す私にとって、このことはとても自信になりましたし、田

嶋先生のご指導なくして成し遂げることはできませんでした。

田嶋先生は、いつも私たち院生が現場にでてからのことを心配され、卒業後にたくまし

く働いていけるようにと、そのために今できることを教授として行ってくださっていると

感じていました。院生にとって、その授業スタイルが好きか嫌いか、得意か不得意かにつ

いては個人の問題で、それはどの先生方についても様々な意見を院生は持っていると思い

ます。田嶋先生はいつも、ご自身の考えを持ち、院生にこうなってほしい、臨床心理士と

して社会のお役に立ってほしいというメッセージを伝え続けてくださっていました。それ

は、将来私たちが出会うであろうクライエントに対する思いやりともいえます。逆に、こ

んなに熱心に伝えてくださる先生は、私は他に存じ上げませんでした。ですから、臨床心

理士になるために大学院に入学しましたが、田嶋先生に出会うことで「こういう人のこと

を、『臨床心理士』っていうんだ！」と、自分が目指す将来像が明確になりましたし、大

学院で過ごした2年間は、臨床心理士としての自分の才能を最大限に伸ばせた2年間だっ

たと思います。今、社会に出て4年目になりますが、大学院で過ごした2年間がなければ、
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